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新年明けましておめでとうございます。
町民の皆さんは、健やかで希望に満ちた新春をお迎えのことと、

心からお喜び申し上げます。昨年中は、皆さんの力強いご支援に
よりまして議員活動に専念でき、本町の発展に微力を尽くすこと
ができましたことに対し、議会を代表して厚くお礼を申し上げます。
さて、本町の昨年を振り返りますとき、産業経済面では、農業

の稲作は前半の天候不順による冷害が懸念されましたが、後半の
持ち直しで平年作並みとなり、豊作が期待された林産物のマツタ
ケは不作でした。水産業の秋サケは、漁獲量は伸び悩んだものの
価格上昇により金額は昨年を上回り、アワビは史上最高の価格に
加え、昨年を上回る漁獲に恵まれました。しかし、順調な出荷を
続けていたカキは、最盛期直前から全国各地で続発のノロウイル
スの感染症原因の風評被害から出荷量激減の大打撃を受け深刻な
状況が続いております。商工業については、一部製造業に生産・
雇用の拡大が見られるものの、全体的には、依然として地方の構
造的な景気低迷から脱し切れず、目に見えての回復は見られませ
んでした。
町の財政は、「三位一体の改革」により地方交付税や補助金が

減額される一方、急速に進む少子・高齢化対策などの負担増など、
年を追う毎に厳しさは増してきており、さらに厳しい財政運営を
余儀なくされるものと懸念しているところであります。
本年は、「第８次町総合発展計画」の２年目を迎え、「住民参加

と協働」によるまちづくりが本格的にスタートします。新しい視
点で行財政運営の推進が図られるものと期待しているところであ
ります。
今年こそ、景気が回復し、明るさの見える年となるよう願うと

ともに、議会としても、これまで以上に本町の現実を直視し、執
行部とともに創意と工夫を凝らし、その使命を果たしていきたい
と思います。
特にも、本年は、統一地方選挙の年です。我が議会も定数を２

人減らし町民の審判を仰ぐことになりますが、議会が町の施策の
決定を担う重要な機関であることをご理解いただき、判断をいた
だきたいと考えております。
本年も一層のご支援とご協力をお願い申し上げますとともに、

皆さんのご健勝とご多幸を祈念し、議会を代表してのあいさつと
致します。
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平成20年４月から75歳以上の後期高齢者を対象
とする「後期高齢者医療制度」が施行されます
（「北浜はつらつ教室」と「いきいき大浦教室」
との交流会の様子）

反
対
討
論

後期高齢者医療制度の概要
急速な少子高齢化の進展の中で、国民

皆保険を維持するため、75歳以上の後
期高齢者を対象とする『後期高齢者医療
制度』が、平成20年４月１日から施行さ
れます。運営は、都道府県単位で全市町
村が加入する広域連合により行われます。

１　被保険者の範囲
後期高齢者医療広域連合の区域内に

住所を有する75歳以上の人。
２　後期高齢者の保険料

一律の負担である「均等割」と所得
に応じて計算する「所得割」により算
定します。低所得者については、７
割・５割・２割の軽減措置がありま
す。また、被保険者の扶養者については、
一定期間５割の軽減措置があります。
３　保険料の納付
納付のうち、年間の年金受給額が18

万円以上ある人については、年金から
天引きされます。
４　後期高齢者の窓口での患者負担

１割負担（ただし、現役並みの所得
がある人は３割負担）


